
中門河北省開漂炭田上部古生暦の層位學的研究

　　　　　　　　　高　　橋　　年　　次

Geolegi’cal　D　ivision　of　the　Upper　P　alaeozoic　Gronp　in

　　　Tafuteu，　Kaiping　pyovince　in　North　China

　　　　　　　　　　　iNENzl　TAKAHAsM

　　　　　　　　目　　　　　次

一　緒　　　三

三　大沸頭（TAFUTOU）試錐鉱心の地質

　　a）　位置及び試錐

　　c）試錐鉱心に含まれる化石群

　　　工　　　植物イヒ石群　　　　　　　Il二　　動物イヒ石下

四　有孔虫化石略記

六　文　　　献

　．附

　　図　　〆版：Plate　1一一3

　　地質柱三図略図

　緒　　　言

二　概

b）　地

要

質

孤　地質三代の総括

五Abstract

　陶

　本編は工944年旧満鉄鉱床地質研究室にズ蒐集した資料に基V・て研究したもので鉱床地質

研究彙報第一巷にて発表の予定であったが絡職の混乱のため発表不可能となったので再び

訂正を加へ七輔腰にのせる事とした．北支，南満の大陸に於ける上書B古生凹地蝉的

研究上貴重な資料を提供して居るので層位学上貢献する所があれば幸である・尚本研究に

当っては故井上禧之助博：士，小倉勉敏授，坂本峻雄教授は満鉄鉱床地質研究室の指導者と

して，叉三沢正四郎教授，野田光雄教授等は紡錘虫の鑑定に就いてそれぞれ多大の御指導

を下さったので此処に深く感謝する．

三厩　　要

　河北省葦県開不の北方大佛頭　（Ta嬢ou）附近は厚さ160mに及ぶ砂礫粘土懸によっ

て被はれた雫原で従来英国系開漂炭鉱々区の西に隣接する地域で，爽炭暦は存在しないと
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老へられてるたが，日本側の森田日子次尾崎博園田三等の地質調査の結果，砂礫暦の雫原

下に大規模な炭田の発達してみる事が予想される様になったので，大佛頭に総深度526．95

mの試錐を実施した所，奥陶紀石門岩上に厚さ358mの石炭系より二畳系に亘る含炭麿

の層序を確認する事が出来た．特に下部二盤二等で中騰群として区分し友淵厚U5mの部

分は主要爽炭轡をなして居る事が判明した、試錐鉱心に現はれた贋序は上より第四紀砂礫

粘土騰エ60m，下部二畳系中の上騰群の頁岩砂質頁岩，雑色砂岩，薄V・石炭，肥土頁岩騰

74．47m，申隣群の頁岩砂質頁岩砂岩主要石炭暦泥次岩第一A石州岩寸土頁岩暦120．53m♪

”下門門の頁岩砂箕頁岩砂岩曙次色の第二第三石帯岩（趙氏の趙門門石次岩に該当）・石炭

馨土頁岩騰44．20m，更に申部石炭系に属する最：下鷹群の頁岩砂質頁岩砂岩次色乃至次黒、

色の第四石門岩（ギュンテル氏の唐山石壁岩），友黒色第五石友岩（クリノイド石次岩に

該当）馨土頁岩層119．80pa，及び奥陶系の黄褐色基盤石友岩から成って居る．此の申，

掘群は化石少く湿熱気候下の陸域鷹めみから成り・中層群は下部二盤紀植物化石10種下

塘群は同じく5属（種名決定2種）を含み・第二石弓岩からは2属3種のSakmarianの有

孔虫類，第三石友岩からは3属（種名決定1種新種2種）の下部二畳紀有孔虫類を産する．

第四石茨岩（ギュンテル氏の唐山石友岩）からは2属（種名決定1種）のMoscov五altの紡

錘蝋・第五砿岩（勿ノ弾該岩に該当）からは2属2種のM・…Vianの紡錘蜘

を産する・三下に注意すべきは第四石下岩の沈積後・第三石下岩沈積の海侵期に至る迄の

間に約6舳の陸性堆積物が介在する事で，此の聞に紡錘虫の系統上Uralianを指示する

Triticitesの如き紡錘虫の化石帯の欠除して居る事である．北支に於いてMoscovianの

凹凹開始以来Sakmarianの海侵迄の堆積輪廻を研究するに，第五石次岩第四石門岩を：沈

積した海胆と・第三石友岩第二石次岩を沈積し友党侵との間には陸地昇降蓮動に関する輪

廻の聞に時代的区分が出来る事を判示する様な堆積経過が見られる，即ちG層馨土頁岩

の堆積を以って始められた所のMoscoviaRの海侵は第五・策四石町器の生成期を最盛海

門としてE騰馨土頁岩の堆積直前の海退期迄がMoscovian堆積輪廻と見られ，次にE

暦学土頁岩を以って始められ第三第二石特写を堆積して次の海退期迄がSakmarian堆積

輪廻と見られる．堆積輪廻の点ではUraliap海侵に対比される堆積物を欠いて居るが♪

之はUralianがMoscovian　l，c続く極めて静穏な浸蝕基準面に近V・海退欠層期を代表し

て居るのではないかと考へられる．最：下縫群から下野群への堆積輪廻の遷移は極めて自然

で，既存の’traliait階が陸化浸蝕を受けたとは考へられなVb。　Sakmarianの海侵以後

続いて海退をつづけLower　Rothlie£endeの中厨群の若干の三三を生じ，主要爽炭騰を

堆積しUpper　Rothliegendeの上騰群に至って陸域乾燥気候堆積物を以って代表されて・

居る．鉱心から観察される地暦傾斜は5度乃至1◎度で上・部古生代以後開深地区には著しい
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造山運動の活動は見られないで，北感熱河に亘る広範な海退の一区域をなすものでジュラ

紀白墓紀の陸化の前駆をなしたと考へられる．

　　　　　　大佛頭の位置圖

　　　　l16te　｝2e．

　g4g
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　　　　　三　大白頭（Taf．Utou）試錐

　　　　　底心の地質
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　　　　1：10．000．000

第四系の砂礫粘土層により不整合に被：はれ下は奥陶唾石次岩上に不整合に累謄する事が明

かになった・上部古生暦の回心は探取率も殆んど10◎％に近く岩質の観察も極めて容易で

径《rmの鋤三石の保存も極めて優秀で植物化石1嘱仲種名決定1唖三二ミ定礪）、

動物化石8属（種名決定8種：未定3種）を検出する事が出来た．特にL2，　L3，　L4，　L・」）石次

岩中の紡錘虫化石は最も重要である．鉱心中の地暦の傾斜角は緩かで5－10度である爲掘

進の厚さは略地暦の厚さに一致する．

　b）地　　　質

　附近の地質は奥陶紀の黄褐色三友岩の上に李行不整合に，モスコービアンの本態統即ち

筆者の最下羅群堆積しそれに不行不整合的に，サクマリアンの下部月門馬統即ち筆者の下

騰群累回し更に之に引続いて下部ロート｝」　一一ゲンドの上部月門溝統邸ち筆者の中暦群累隣

し・更に整合的に上部二日トリーゲンドの下部石盆子統即ち筆者の上層群癸達し古生剥の

上端をなして居る・その上は第四系㊧砂礫粘土の回暦を以って蔽はれて居る．試錐錐心¢）

区分に当っては堆積輪廻による岩質の変化と標準化石による時代区分を重話して下よ塗次

の六つに区分して謹明する・

　1基盤石友岩　　　　掘進8m

　奥陶系の友黄乃至黄褐色の石友岩である・

　a）位置及び試錐

　大佛頭試錐地点は深県隠事の

正北8K臓の地点で附近は罎厚

160M：に及ぶ砂礫粘土壕に被は

れた三原で，開不よll）三家溝迄

3KM：は鉄道あり馬家溝より大

佛頭二二5KMは自動車によ勧

唐山豊潤街道は庇の平原内を南

北に縦貫して居る。試錐はPS・一一

タリーコアーーボーリングにより

深度528Mで完了した．之に

より上部古生代の三炭麿が上は
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　2最：下等群，（本漢総モスコ・一一ビアン階），12◎m

　基盤の奥陶系石荻岩上に雫行不整合に堆積し基底部に次色頁岩を俘って居るG層鐸土

即智がある・之より上は頁岩を主としその中には稀に鱗木Q葉群・叉はスチグアリアの極

めて不完杢な破片があるが炭麿は介在しな、・．基盤より48m上位tc　，厚さ2．84mの石

／Jesがあり，之を第五石次岩（L5）と命名し7更に基盤より67m上位の厚さ3．26mの

石墨岩を第四石次岩（しの　と命名したが両者共豊富に有孔虫の化石を含んで居る．第五

石子岩，第四石次岩はギンタル氏の海百合石次岩，唐山石次岩に：該当するものである。第

四石次岩の上位には頁岩を主とし，之に砂岩及び耐火粘土を挾んで居る約50mの海退堆積

相があるが，此の間時代を指示すべき化石がないから，第翠第四石蟹岩の海侵に引続く海

退相で，寧ろ一続きの地質時代を示すものと解釈するのが安野である．此の海退相の上限

はE暦舞土頁岩によって当行不整合的に被覆され次の堆積輪廻へ移行して居る。モスコー

階につづくウラル階の確証カミ欠けている爲E層国土頁岩は『s行不整合に堆積したと見るの

が安野である．

　　3下層群（下部月門下統，サク「リアン階）44．2．m

　E層舞土頁為砂質頁岩，責岩蓼の警砲側龍以って始ま陣営を俘ってみる．興亜曾の

太原系に相当するもので，第三聴唖岩（上下2枚）及び第二三友岩等の海侵相を経て砂質

頁岩の海退湘迄の堆積輪廻を示して居る．第三石次岩は第四石次岩よ）159．79m上位にあ

り，30cm厚さの頁岩を挾んで下1m上15cmの厚さがある，更にユ4．48m上位に第二石

友岩（L21．49fn）溶ある．第三第二両石次岩共サクマリアン階の標準化石を含んで居る．之

等の有孔虫類及び第三石隅隅の警みの責岩中の軟体動物群によれば，ギンテル氏の第十三

海成騰叉はフ管財曾氏の趙各沸石珍蔵の地質時代に一致するものである．

　　4中贋群（毒部即購統，”1・「部・一トリーゲンド階）エ20・・5m

　下層四壁に整合し，砂岩，頁岩，砂質頁岩の町回を以って海憎相を作り申騰群の下部を

なして居る・上部は墓1土頁岩第一石無勢（L、）避難岩，石炭を俘ふ頁岩砂質頁岩）．砂岩，

等から成り次第に上階群の海退相へ移化する．炭隆の発達最も著しく所謂山西系爽炭騒の

主要部をなす堆積相である・本管群下部には植物化石7属（種決定8種・種名未決3種）を．

含むが，上部の第一石友岩には化石を含まなv・．便宜上次黒色細粒砂岩を以って最下限と

し下賜群との境界とした・植物化石の分布状態から考へれば下部に多く上部に：は2属2種を

有するにすぎない．次に此の下部，上部にρV・て読明する・

　イ）下　部　　50．9m
　頁岩，砂岩，砂質頁岩，の互暦で7属8種の植物化石密集し海棲動物化石を含まない・厚

薄9枚の炭暦があり，上部と共に主要含炭暦をなして居る．砂岩は友白色乃至友黒色で頁
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岩は黒色乃至友黒色暗毛色を呈して居る．

　u）　　」二　　　　　音8　　　　　　　69．63m

　下部の海侵相に引続いて堆積し，最下の炭暦の露盤に磐土質頁岩を有し下部との境とす

る．炭質は主に砂岩及び頁岩から域り共に友黒色乃至友緑色を呈して居り，二暦の稼行価

値ある炭暦を鋏み，下民部に泥友岩泥次質三次岩（第一一石次岩）を爽在する．此の累暦に

は植物化石の数及び面面共激滅し僅かに2種を識別し得心にすぎない．

　5上扇群（下部石盒子統？上部獄司トリーゲンド階）74．47m

　中層群の上咋整合し磁土頁岩を基底ぐして頁岩タ砂質頁岩・雑色砂岩よりなって中層群

の海三期に後続したところの海邊期の堆積相を示すものである．基底のC鷹磐土頁岩直

王には厚さ6◎cmの炭居が漸騰し，之より上部は良心の砂岩頁岩の互層より成るが♪淡緑

色友線画友黄色等の砂岩の発達が極めて顕著になって来る・本暦群中には2枚の二言

を挾んで居るが稼行価値がなv・．植物化石も極めて少く上部の炭層の近くにCordaites

2種検出された丈である、

　6表　　　土　　　　（第四系）160m

獺系と考へられるものであう・雛砂土姓とし粘土灘を俘ふもので雛砂土賦

白色で殆んど珪砂より成って有色鉱物を含まな》のが特色である。

　C　試錐鉱心に含まれる化石群

　　1　植物化石群

　殖物化石は極めて豊富で面心全層に含んでみるが特に豊富な部分は中暦群の下説部でそ

れより上下へ向って種類も数量も念激に減少して居る．

　①　最下騰群の植物化石　　　　　　e

　保存状態悪く種類も極めて少ないがLepidodendronの葉巷は全贋に散在して居る・

叉P第四石友岩の下位にある頁濃申にはStigmariaの化石を認めたが保存状態は不良で

ある・第五石面岩（趙亜曾の海百合石次岩に該当）の下2伽の所にある次黒色頁岩中よ

llは：Selaginellites（？）Sp．を検出し一k　・，

　②　下贋群の植物化石

　第二石友岩（紡錘虫石友岩）と第三石心岩（紡錘虫宿次岩）の間の砂質頁岩からは次の

化石を得た一t

　1　Sphenophyllum　ob’longifolium　（G・　＆　K・）　Ung．

　2　Neuropteris　sp．

　3　Cordait　es　principaiis　（Gerns）　ff．　B．　Gein　，

　4LepidodeRdron　sp・を得kが1はStephaniaR　fl◎raに属するものである．



高嬌：栄爵河北省開漂炭田上部古生膳の魚鳥学的研究 11i　，

　下二二は全！爵に亘ってCordaitesの破片が検出され第三石赤岩の下位にある頁岩から

は植物化石の破片が多数検出されたが何れも保存不良である．最下の石炎暦の上位の頁岩

からはAnnularね（？）sp．を得た．

　③　申鷹群の植物化石　　　　　　　　　1

　此の騰群の下部暦には多数の植物化石を含んで種類も多く上部騰に入れば其の類も種類

も急激に減少する。下部庸の植物群次の如し，

　1’・Anltularia　stellata．　（S）　W．

　2　Annuiar’ia　sinensis　Halle．

　3　Annularia　gracilescence　Halle．

　4　‘r　Alethopteris　ascendens’Halle．

　5　Pecopteris　hirta　Halle．
　　　　　　　霜
　6　Pecoptergs　norinii　Halle．

　7　Sphenopteris　pseudogermaRica　Halle・

　8　Sphenopteris　c£　taiyuaRensis　Halle．

　9　Neuropteris　sp．

　10　Cordaites　sp．

　上部鷹の植物群次の如し，

　1　Cordaites　principalis　（Q）・　H．　B．　Qein．

　2　Colamites　svckowi　BroRqniart．

上部騰申にはCordaitesと見るべき破片全暦に亘って散在して居る・

ギュンテル氏は開不盆：地二畳石炭紀層の中で基盤より160m上位の第十二化石暦準（趙各

荘砿岩の上で暢群下至：　～鳳三三する1鮮）よりCal碑ths　s早・k・wi　B・hn晦・瞳

報告した．

　④　上騰群の植物化石

　上騰群中には化石は殆んどなく上部の薄い炭暦下の曙友色頁岩より　C◎rdaits　p廊。卸

palis（G）H：。　B．　Ge撫．1種：を得た丈である。

　⑤　植物化石群の地質時代

　C◎rdaites属は上騰群より下贋・此迄引続き含まれるが」特に注意を要する事は最下唇．群

率には一片さえも認められなv・・此点に就いては満洲の本漢統にも全くなく，二盛紀の黄

旗続柳塘統中に入れば産出ナる．之等の植物化石群に於ける不蓮続的な変化は，最下騰群

と下層群との間ρ不整合性を嘘示するものであるe仮りに最下騰群から下層群への堆積環

境に連続性が持続されて居たならばC6rdaites属の如きものに斯くも突変的な境界を生
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する毬藻なV・のである・

Calamites　suck◎wi　Brongniartはユ928年頃曾潮紅により北京西山楊家襲爵から産出する

事及び1927年ハルレ氏により太原西山炭田の下部石盒子統（第十四化石居）から産出する

事が報告されたが何れも下部二盤紀に属するものである・朝鮮では下部二盤紀寺洞統にプ

満沸ではモスコービアンの本漢統及び下部二盤紀の雨期統に産するので之による時代細分

な困難である．術上層群及び中騰群上部暦は植物化石の上からは時代の細分は個難である

が最下層群より上位にあって而もCalamites　suckowi　B，を産する事実からすれば少く

とも中軸群上部麿は下部製陶紀に属すると考へられる．五層群の時代は二盤紀である事に

は誤がない・申騰群下部麿申0種名決定種8種の中2種は上部石盒子統植物群中の化石に・

弛の6種は下部石鎮子統植物群申の化石に共通で下部石剣子密植：転瞬の色彩明瞭であるが，

南満の黄華氏柳塘統等の植物群に共通な種類が多い．更に1936年ギュンデル氏は基盤の幻

夢紀石友岩より　160m　上位の第十二化石厨準（中越群下部暦の下部に相当）からTae一一

蜘p重eris　sp．を産する事を報告し，更に上へ第十一，第八，第七，第六，化石層逸楽，

中腰群の下部贋に相当する地球中より同層の植物化石を報告し太原西由炭田ではTaeni一一

epteris属は下部石盆子統以上に，満洲では柳塘統以上に丈産し欧洲ではロートリーゲン

ド時代から産出する事実から中井群下部贋の植物化石群の地質時代は概ね，下部二聾紀に

属するけれどもサクマリアンより懲若し・と考へられる・申露玉Q植物群について考へ

るlc　，開漂炭田の爽炭騰は上は下部石盒子統から下は等厚溝統に亘つ七発達し，太原西山

炭田で下部石鯛子統のみから報告された植物群は闇藻炭田では上部月門溝統（即ち山西統）

からも発見する事が出来ると予想される事実と，サクマリアンの下郡群へ整合である事と

Taeniopteris　sp．とを産する事実からすれば，その時代は下部二細螺下部の申でも上部

の方で即ち，上部耳門溝統の地質時代に謂接すると考へる事が適当である．中毒群上部暦

は植物化石種も極めて少く確実な根拠を欠くけれども可稼行暴騰の発蓬状況から其の地質

時代は下部騒と一括し｝と差支えなV・．上層群の地質時代は植物化石の上から二盤紀である

が中毒群の時代との問に大きい間隔があると云ふ根拠がなく寧ろ中罎群に引続く下部細管

紀の一部としてよい・併し上部月門溝統に対比すべきか・下部石盒子統に対比すべきかは

不明であるが，．上層群基底のC層馨土質頁岩の発達が厚い事，中継群に比し炭質に著し

い違いを生じて来る事，炭層の発達が極めて貧弱にな珍稼行価値がなくなる勲等から上部

月忌握翫と区別して仮に下部石盆子統の一部に対比させて置く．

　∬　動物化石群

　試錐鉱心より検出した主要動物化石は何れも海棲のもので右友岩中に保存されるものが

多い・即ち次の如きものがある．
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　　　①　最：回暦群中め動物化石

　　　動物化石を含むものは第四石次岩（唐山石次岩に該当）及び第五石次岩（海百合石次岩

　　に該当）で頁榊には発見されない第五二次岩中の有孔虫化石は次の鋤である・

　　　　X　Fusulina　konnoi　（Ozawa）　Fig　IO一一一11・・

　　　’2　0zawainella　angulata　（Colani）　・　F－ig　15．

’　第四石次岩中の有孔虫化石は次の通りである．　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　1　Fusulina　cyllndri6a　Fischer　de　Waldheim　IPig　12一一13．

　　　　2恥S曲asp．　　　tt　　　　Fig　1召ご

　　　　3　Cribroseomum　laxum　Lee　et　Chen　？

　　　②　下贋群中の動物化石

　　第二三友器第三石友岩（趙亜曾の越各荘石次岩に該当）及び第三石次岩に挾在する友黒

　　色頁岩から検出した，

　　　第三炉端岩（L，1の下部三友岩）中の化石　　　　．

　　　　1　Schwagerina　sp　（n・　sp．）　Fig　7一一一8－9・

　　　　2　S．　angulata　（Colani）　，　Fig　16．

　　　　3　S．sp．　a．　．　’Fig　5．

　　　　4　S．　sp．　b．　，　Mg　6．
　　　　5　Orthotetes　crenistria　？．　Ph．

　　第三石荻岩に挾在の友黒色頁岩中の化石

　　　　1　Chonetes　moelleri　Tscherny．schew

　　第三石茨岩（島の上部石灰岩）中の化石

　　　　1　Ozawainelia　angullata　（Colani）

　　　　2Schubertella　sp．　・pt．　sp．）

　　第二石赤岩の化石　　　　　　　’

　　　　1　Clirnacammina　minima　｝laRzawa　＆Noda　Fig　17．

　　　　2　SchvvTLa．gerina　Parvula　（Schellwien）　Fig・1．

　　　　3　Schw？tgerina　Vurgaks　vare　miRor（Loe）　Fjg　2．

　　　　4　S．　sp．　Fig．3一一4．
　　　③　動物群による地質時代

　　　第二石詰のS・hwagr・ina　Pa・vula（S・h・wi・n）越1934年陳氏が南京山地の船山

　　石次岩下部から報告したSchwageriRa　（Triticites）Parvgla（Schellwien），に同定

　　しS・hwag・rina　vti・gali・va・．曲・・は1927年李四光氏力t太聯髄砿岩より難
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したSchwagerina（SchellwieRia）vurgalis　Var．　minor　（Lee），に同定した・t之等

2種：は共にサクマリアン階を示すものである．第三石友岩のSchwage漁a　sp．は2種共

小型で薄片不完全で種名決定困難であるがSchwagerinaよ｝）も古期のものと見られない

よって第三高次岩も一括してサクマリアンとするのが至当である．次黒色頁岩中のChon－

etes　m◎elleri　Tschernyschewは尾崎金右衛門氏によればウ．ラル山地のPseudoschwa9－

erねa　Bed即ちSクマリアン階の地面中に産するものと記載され第三石盤岩（下騰）から

産したOrthotetes　creRistria？Ph・・に就いては1920年グレボー氏が開雫盆地下部二聾

紀動物化石群中に同種と見られるものを報告して居る．第四石弾岩申の：F囎頑na　cy撫d一

・i・aFlscher，はモスコービアγ餐紗標準化石で申支那の黄龍郷友岩及び南満本漢一石友岩

から産して居る．第五石動岩の：Fus繭na　konRoi・（Ozawa）幽 焜cXコービアン階を指

示しラ南満洲の牛心台本漢湖，糀台の本工統中に産出して居る．以上の回り第二第三石友

岩の動物群はサクマリアン階に第四，第五右次岩の動物群はモスコービアン階に属するも

のである．

　m　地質時代の総括　，

　以上化石による各麿の地質蒔代及び対比を表示すれば次の如くなる，

地　　騰

総山

植物群ノ
地質時代

布
暦
群

上

　　群

部　鷹

下　部　糞

下　　層　　群

二　盤　紀

下部二心紀

下部二豊旗

下部二愚紀

動物群ノ
地質時代

サクマリアン

対　　　　比
（1927　　趙）　’

下部石張山添

上部同門信越

上部三門溝統

下部月門溝統

石扇子系

太僚系

最下鷹劃 トスービア淋総統醸系

最下騒群はモスコービアンの愚心化石を含む第四第五石山岩を挾み’E露虫土頁岩によっ

て被はれて居る厚さ120mの地誌を区分したのに対し・ギンテル氏ρモスP　一’ビアン騰

は，モスn一ビアンの標準化石を含む唐山石次岩を頂部とする地心で厚さ67mあり，趙

氏の本漢江も之と同じく唐山石鹸岩を頂部とし厚さ80痴あり何れも化石の上から筆者の

最下騰群と共に太原西山の中部石炭紀の本漢統に対比される．最下索出上限の境界問題は

趙氏やギュンテル氏等の如く唐山石巨岩を頂部とする区分法は堆積輪琿の点から考へて不

都合であるのは♪勿論で石家岩堆積に引続く海退栂の末期を以って堆積輪廻の絡末として

区分した方が安当で下贋群の基底のE層紅土頁岩の下面の境を最下暦群の頂部とする事

の方が合理的である・下層群は第二第三石次回を形威した堆積輪廻を重硯し砂岩頁岩を主
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とする厚さ44・2mの累贋で太原西山附近に発達する下部月門溝統の下部から本漢統に蘇

当する：部分を切離した部分に対比される．之に対しギュンテル氏は趙白眼石無風（第二第

三石丸鋼に該当）を頂部として唐仙石次岩に整合する厚さ200mの頁岩砂岩砂質頁岩の

裏通を以って上部石炭紀太原系として居る．両氏に於いて筆者の時代区分と異ふ所は筆者

が第二第三石木岩の時代を紡錘虫化石によりサクマリアンと断定したに対し両氏は腕足類

によって上部石炭紀ステファニアンとした事である．中層群は主要含蓄部で下部二盛紀植．

物群を含み・ギュンテル氏の二盤紀屈の下工部に・菜睡臥の太原系の上牛部に相当する部

分である・趙氏の太原系は其の下部に介在する趙各荘石次岩の地質時代に丈依存して上部

石毅紀と断定したけれども♪筆者は趙氏の太原系の上西部に相当する部分から多数の下部

二盤紀植物化石を鑑別し而も㍉サクマリアンよりも若し，，と認め下面群と区別して中騰群

とし厚序上太原西山附近の上部幽門溝統に対比させた．上謄群は共の岩質と層位から分離

したものでギュンテル氏の二丁紀上牛に，叉趙氏の下部二丁三石盆子系の下牛に相当する

もので太原西山の下部石盒子統に対比する事が出来るとした・

　四　有孔虫化石略記

　試錐鉱心に含まれた化石につV・て其の形態を略記すれば次の通りである．

第…図　（x24）

　　　　　　　　　　Schwageriua　Parvula　Schellwien

旋　廻

旋廻成長率

殻壁の厚ξ

Fdi－ep房

O．116

O．0145

1

O．203

O．0174

111

O．290

O．029

皿

O．435

O　．0174

W
O．754

O．029

v

1．218

O．0435

W
1．7401・

O・　058

殻　形　　　　　’　　　　　　　　』　単　位rnm
長紡錘形で旋廻軸の長さ4．06mm中央巾1。45mm軸率2．8．斡廻6回巻で内部の3斡廻

は密に旋廻する．隔壁は薄く旋廻軸の周囲附近では弱い雛曲をなし，．その他の部分では殆

んど級殺しなv・・殻壁は薄く蜂窩状構造（Alveolar　structur　e）雛達し，殻の発達初期の3

旋廻にては不明であるが訳第に出現し・後期の外部旋廻にては厚く発達し其の構造明瞭と

なる・鼻孔は狭小で・コマータは内部旋廻には明かに存するが最後の旋廻では不明瞭とな

、る・・初房　（Pro10culum）は小球形で内径0・087mmあり・層準は綴暦戦中の第二心友

岩で時代はサクマリアンに属する．
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第二図
Scl　wagerina　vurgalis　var．　minor．（Lee）．

旋　廻

【旋廻域長率

殼壁の厚さ

陣比比i日田v抑国
　　　◎．14510．261

1o．3371　o．ssol　o．sggk・3esl　1・s．2．”zl－2”：．4－o”7．

α帥・・29ρ・・御・・58
o．ess 　　I

O．　05810．0725

　　i
O．087

殻　　　形

短大な紡錘形で長軸の長さ4．089mpa♪中央巾2．4◎7mm♪軸率1，69伽⑳．旋廻7回巻で殼、

壁は旋廻の初期より後期に向って次第に塘厚し’第七旋廻殼壁ではO・087mmに蓮する・蜂

窩状構造は極めて明瞭に発達する・隔壁は級醸甚しい・初房は球形をなし内径◎・87憩m

あり，ロマータは旋廻初期にては僅かに発達するが後期にては欠除し℃居る．層準は下層

群中の第二石友岩で時代はサクマリアンに属する．

第三図　（x　21）

　　　　　　　　　　　　　　SchwageriRa　sp．

旋　廻

旋廻域長率

四壁の厚さ

初房 1 〔1

o．lsol　o．324

Lgtl　iy

e．e42 O．024

o．s4e

e．036

e．864

O．036

　　　　　　　　．上表は中心を梢外れ二面にるよ

殻　　　　形

略初回附近に近い横断面で螺線形を呈する．旋廻は41∫蜷で最勧の2旋廻では密に旋廻す

る・隔壁は第四旋廻にては僅かに雛回し四壁よりも簿く最後の旋廻にて其の厚さ0．012mm

である・殻壁は蜂窩状構造をなす・本薄片は中心を外れた断面のため初房を現出しない・

腰準，下暦群中の第二二二岩で時代はサクマリアンに属する．

第四図　（x15）

　　　　　　　　　　　　　　Schwagerina　sp・

旋廻　｝丁丁　I
　　　　　I 三二 rv v

旋鐵騨解せ
殼壁の厚さ

一一H　lo．31gl　o．sso
，O．986

　　　　　ミ0・029〈）・0435ρ・0435・0．◎58

　　1　　　　1

1．450

O．058i

上表は旋廻軸に斜交する薄片による・

殻 形
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紡錘形をなし長軸の長さ2．436mmで中央巾L450r鷺慮でr旋麹5回巻である，殻壁は蜂

窩状構造をもつ隔壁は鐵雌だしく識壁よ購い・砺添えなb）子マータの鍵

なし．麿準は下燃釜池の第二階次岩で時代はサクマリアンに腐する．

第五』 }　　（x14）　　．　　　　　　．　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　Schwagerina　sp．　A，

旋廻陣け津
雌繊麟伽77 O．　239 O．586

皿｝wl
・・78壌ト・6◎

　　　　　　　　　燃ゆ厚さ　×⑪・05『0・◎580・0870・e87i

殻　　　　形

紡錘形をなし長軸の長さ2．552mm中央巾1．160mm軸率2．2旋廻姻巻で殻壁は蜂窩状

樽造をなし厚さ比較的大である．隔壁は雛惜し特に旋廻軸の周囲に近く甚しV・7－v　F　re　］

は初期の2旋廻にてはコv一一タを有しそれより外部の旋廻にては欠除するか又は発達が徴

弱である・心房は球形をなすと見られる・謄準は下腫群中の第三石次岩（2窟ある中の下騰）

で時代はザクマリアンに属する．　　　　　　　　d

第六図　（xエ5）

　　　　　　　　　　　　　　Schwag　erina　sp．　B．

旋　廻 初房　　1

旋廻成長率　　0．018

擁壁の騨

Q．072

e．012

皿 皿i叫v
2

　
Ω
σ400◎

　
9
．
り

◎6エ2◎d210

O．0181　O．Oi81　O．024 O．0241’

　　　　　　　　　　上表は中心を外れ友田片による．

殻　’　形

紡錘形で小型である，長軸の長さ0．864mm申開巾0，532mmで旋廻は5回雀である．コ

ー？・一タの発墨弱く，口孔は楕円形をなす．殻壁にて蜂窩状構造は旧く大きく発達する，糞テ

クタムは厚くて暗黒である・隔壁は幽幽し特に旋廻軸の周囲附近にて鐵曲甚いρ．騰準は

下騰群中の第三石次岩（2暦の申の下騰）で時代はサクマリアンに属する。
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第七図　（x　51）

Schubertella　sp．　（n．．　sp．）

肇廻
旋廻成長率

殻壁の厚さ

留釧初房 1 IEIII

O．0241　O．666 o．os4　e．ios O．1231　O．144

9：9’9fi6tt・　gtt・　f．lg・gg，｛slsl－g：Hggso・oo6Lg，iglg・o12

v

0．156

O．　006

殻　　　．欝

欝楕円形をなし長軸◎・180mm申開巾0・156mm軸率1・15で旋廻にEndothyraを有す

◎る1外側の身熱期の旋廻は5回毬で幼年期と成熟期にて旋廻軸の方向を異にする．殻壁の

組織は単純で顕微鏡下で暗色を呈する．隔壁は雛曲ぜす旋廻軸の両端に近い所で僅かに鐵

潤する・コマ　一．］は発達せづ㍉ロ孔は小さい短楕円形を呈する・初房は明瞭ではなくl

Fusiella及びBault◎nia各属は縦断面細長であるが本属は短楕円形をなして居る．麿準

は下騰群中の第三石次岩で時代はサクマリァシに属する．

第八・図　（x　45）

　　　　　　　　　　　　　　Schubertella　sp．　（n．’sp．）

旋　廻

旋廻成長…隠

紋壁の厚さ

　　E
初捌　1 ∬ W
e，e3

O．036i，O．048 o．061　o．102

o・oo61　o．oo61　e．eo41　e，．oo41　o．oo6

v

O．132

0．　006

殼　　　　形

本図は横断面で梢楕円である・旋廻は幼年期と成熟期とで其の旋廻期を異にするもので外

側の成熟期の2旋廻は横断面を現はし，内側の幼年期の3旋廻は縦断面を現はす．長軸の

長さ0・132mm短軸帳さ0・1◎8蜘・殻壁は顕脚下1こ撃て砒較的厚く馳にして

Slj一一・亀の組織をなして居る・隔壁は殻壁より稻厚く鐡曲をして居准い・コマークはない・

口孔な明瞭である・初房は球形をなし内径oio156mmである・居準は下層群中の第三石

友碧で時代はサクマリアンに属する．

第九図（x15）

　　　　　　　　　　　　　　Schubertella　sp．　（n．　sp．）

　　　　　ミ　　　　　

旋廻　1初鯛王 ff［刺w
弓長酬◎・◎241◎・6・「・…2｝…56

i．灘噂さi・…4Sl・…61・…72；・…96

O．216

O．012
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殼　　　．形

殆んど球形をなし長軸0．216mm短1嚢画0．204mmで第九図にて外側の旋廻は横断面を示し

て居る．旋廻は4回雀で旋廻軸は幼年期と成熱血にて共の方向を異にする．殻壁は単純均

一な組織をなし，隔壁は鐵曲弱く共の凸面を殻旋廻の前進方向に突出する．厚さは略穀壁

に等しい．上房は球形をなし内径は0．01幽mmある．騰準は下二二中の第三石次回（二

謄ある申の下半）で時代はサクマリアンに属する．

第十図　（x　14）

　　　　　　　　　　　　　　FusuliRa　konn6i　（Ozowa）

旋　廻 初研・
　　　　　　　く
帳部の四脚ヒ

豆i盃 w　i　v

殻壁の厚さ

g：llLfisl－g一：・un｛｝g｛｝3001rw・442iiot一；．t－ys・76si－g：・一s｛｝siig36

O．0241　O．048 e．030i　o．02〈tl　o．02〈1［

　　　　　　　　　　上表は鵬中心を外れた薄片による．

殻　　　　形

紡錘形で長軸の長さ2・580mmで：映巾0・936mmで軸率2・756である・旋廻は5騰

で最初の2旋廻は密に旋廻し外部の3旋廻は徐々に緩く旋廻する．殼壁は薄く均質な3謄

から成り中央の層は二三で透明で外側の2麿は暗色である．コV・一一一タは殻の旋廻初期に於

v・ては微弱な発達を見るが旋廻後期に於いては之を欠く，暦準は最：下層群申の第五石次岩

で時代はモスコ・・一ビアンに属して居る．

第十一図　（x　15）

　　　　　　　　　　　　　　Ftsulina　kormoi　（Ozawa）

旋廻瞬 x 皿 酬vivr
麹厳劃…24α・6・1…96◎・i8…3・…48・◎・732

灘の厚さ｛・…84・…21◎…2 O．024 e．0181　O．’0241　O．024

　　　　　　　　　　上表は申心を外れた薄片1でよる．

殻　　　　形

中心を外れ旋廻軸に斜交せる断面で欄刃形を呈するが♪全形は紡錘形をなして居る長軸の

長さ及び中央輻は各1．236mm及び0・732mmで旋廻は6回毬である．殻壁は凹凸せす

手滑な殻壁をなして居る．鏡下にては単純な騰がら成り，申央と両側は透期な騰がらなり

其の間に2本の暗黒な羅を挾んで居る．隔壁は繊曲甚しく＝　一■・・一三は瘤状の発達をなすが

弱V・．口孔は狭い楕円形をなして居る．騰準は最下騰群中の第五石友岩で蒔代はモス＝一
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ビアンに属する．

第十二図・（x15）
　　　　　爵

Fusulina　cylindrica　IFischer　de　Waldheim

廻旋揃い 刺Iill［ W v
旋高高i変瑚◎・4・Sl　・・672i　・・896i．エ・232

鍛壁の厚さ
。．02slo．03921　o．02sl　o．os6

o．es6

1．568

O．112

殻　　　　形

長紡錐形をなして長軸の長さ6．216mm中央巾ユ．568mm丁丁3．97mmで旋廻5回巻で

ある．殻壁は比較的厚く単純な均一組織で，隔壁の三曲は甚しい．コマー、タは発達しない

口孔は保存不良のため変形して居る．初回は変形して測定不可能である．暦準は最下暦群

中の第四石次岩で時代はモスコ・一一ビアンに属して居る．

第一1一一三図　　　（x25）

Fusulina　cylindrica　blisher　de　Waldheim

　之は中心を外れた断面で成長率測定不可能である．紡錘形で見掛上の長軸の長さ4．032

mm中央巾1・3幽mmで，殻壁は単純な組織をなし隔壁の籔曲は甚し，旋廻は保存不良で

観察不充分である．罎準は最下層群中の第四石友岩で時代はモスコービアンに属する。

第十四図’（x15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　塾「usu蓑簸a　　sp・

旋　廻

i麹高率階せlb・392◎・5◎4・・S4・1・・346

1
　障壁の厚さ

初房「・ 豆lIIIII iW

llltllill一，／tA　lo・04〈｛sl　o．os6i　o．es6

v

破損

　　　　　　　　　　　上表は中心を外れた薄片による．

殼　　　形

紡錐形を呈し長軸の長さ2・8C◎mm中央幅1・568mm，軸率は中心を外れたため真の値を

得られ虜旋廻は5回巻で四壁は単純な鷹からなる・＝V・一一タはなV・．口孔は保存不良の

ため不明で隔壁の雛曲は甚しい．層準は最下鷹群中の第四石次岩で時代はモス？一ビアン

に属する，
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（x　50）

　　　　　Ozawainella　angulata　，（Colapi）

12ヌ

旋　廻 擁
旋廻成長率　　0．048

殻壁の厚さ O　．012

工

O．132

O．024

O．276

O．036

皿

O．432

O　’．036

酬v
0．552

O．024

O．624

O．180

殻　　　　形

紡二形の断面で杢体の形は双凸面状をなす．紡錘形断面にて，長さ叉び中巾は各0．624m

m及び◎．26舳mで軸率は2．364である．旋廻は5騰で，旋廻認め長さは殻の長軸よ

り小である．隔壁は恵雨せす旋廻軸に沿ふて僅かに鐡漏する．初房は球状で内径0．623mm

ある，最下暦群中の第五石次岩で時代はモスコービアンに属する．

第十六図　（x1の

　　　　　　　　　　　　Ozawainella　angulata　（Colani）

旋　廻

旋廻成長率

殼壁の厚さ

陣
O．　024

O．　006

xl　if 耐塩　v
◎・・Y32・・脚324
6r．一，iww61．一5iE，，，IZIi．61igislZil．6Eiio2，

　　　　　　　　　1

1　o．324

O　．024

W
O．480

o　．06e

殻　　　面

忘凸レンズ状で本薄片は旋廻軸に対し直角に近い斜交横断面を示し楕円形をなす．旋廻は

6回巻で，鼠壁は厚く単純な組織をなナ．隔壁は厚く殆んど鐡証しない．初出は球形で内

径0．018mmである．層準は下品忌中の第三石友岩（2麿の中の下層うで時代はサクマリ

’”

Aンに属して居る・

第十七図　（x強）

　　　　　　　　　　Climacarnmina　minirr］a　Hanzawa　＆　，Noda

穀房
高　さ

巾

初房

0．030

e．e43

皿
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O．074

III［II

e．074

e．leg

酬v財
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10ユ75
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wr陣陣・
O．109

O．217

　　lO．16Zl　g．152

x
破損

　　　　振鵬後は飾両髄織田1弓勢の醜不明で蜘

殺　　　形　　　　　　　，　　　　　　　e

円錐形を呈し，殼高1．174mmで最後期の殻：幅0．565田mあり．殻房は縦断薄片にて左右

ゐ列に配列し賂螺旋状に発達し10層あり，初期の7暦にては左右殻房は明かに2列に分離
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して存するが後期の3騰にては左右殻房ほ中央に於いて相面訴し殼の中心は筒状をなす様

になる．白壁は石友質の細粒組織からなる．層準は下層群申の第二石次岩で時代はサクマ

リアンに属する．南満で野田光雄博士により本種の探取された地層は復州炭田のサクマリ

ン及びモスコービアンに属するもの及び本膨満炭田，牛心台炭田に於けるモスコ・一一ビアン

に属するものである。’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aめstrae重

　　　　　　　There　is　a　thick　coaユme我sure　（360憩臼ロコ歪鷺　thickness）　uRdergr◎ur註d　i塗

　　　the　area　of　Tafutou，　Ka・iping，　Lansi　en，　E｛opei　PreviRce，　in　Nerth　China．

　　　　　　　The　data　of　this　paper　are　the．　result　of　the　borrinig，　survey　by　the

　　　S．　M．　R．　Co．　Geological　Survey　Department　in　1942．

　　　　　　　The　coal　measure　was　dMded　into　4　groups）　consisting　of　the　Upper］

　　　Middle，　Lower，　Lowermbst　group．

　　　　　　　Proceeding．　2　ones　b　elong　to　the　lovv7er　permian　Rothliegende　Series］

　　　’the　kext　one　to　the　Sakm3rian　stag・e）　last　one　’to　the　M，oscovian　stage．

　　　Each　ones　was　correlated　to　the　Schihotze　serieskhe　upper　Yuemenko“

　　　series，　the　lower　Yuzemeni〈ou　serles）　and　the　Penchi　series　in　Nox“th　Chinae

　　　　　　　T・he　lowermost　Penchi　series　represents　one　cycle　of　the　succesive　sed－

　　　imenta’tion，　and　lacks　the　Uralian　Stage　on　it．　This　fact　does　not　meaR

　　　重he　Iand　surface　denuda重io簸after　the　Uralia簸sedime職工atio惣フbu重重he　inte－

　　　rruption　of　sedimentation　during　the　quiet　Uralian　regression　time．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　込

．　lp　this　reasolt，　t，he　Sak！ipariaR　stage　shows　a　parralel　unconformity

　　　under　the　base　of　it．

　　　　　　The　Pench，　i　series　has　the　2　limestone　beds　iR　the　mid　part・　These

　　　are　the　4th　limestone　and　the　5th　lim，estone，　containing　the　fauRa　of　Fus－

　　　ulin4　cylindrica　F．　de　W．，　Cribrostomttm　laxum　L．　et　C・，　IFusulina　koRRoi

　　　（OzaWa），　OzawaiRella　aRgulata　（C）．

　　　　　　This　faun3　indicates　tl　e　Moscovian　stage．

　　　　　　The　Lower　group　of　the　lower　Permian　system　has　2　limestene　beds　e

　　　These　ar・e重he　2捻d　ljmesto簸e　a簸d　the　3r（量　limes重◎鍛eク重he　foreone　co葺tai捻s

　　　Climacammina　minima　Her，　Schwagerina　parvqla　（S），　Schwagerina　vur－

　　　galis　var　minor　（L．），　Schwagerina　sp・，　the　other　one　contaiRs　Schubertella　sp・
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（n・　sp．），　Ozawainella　angulata　（C，），　Schwagerina　sp．，　Orthotetes　crenist一一

　ria　？　Ph．，　Cbonetes　r，moelleri　（S．）．・　This　fauna　indicates　the　Sal〈marian

　stage．　　．　．　s
　　　　　The　Middle　group　ef　the　lower　PermiaR　system　has　a　limestone　bed，

　the　lst’　limest6ne，　aRd　’does　not　conta．in　any　fauna，’　but　the　，fossil　plants

of　Corda＃es　principalis　G．）　Calamites　suckowi　B・，　Annularia　stellata　（S．）

W．，　Annularia　sinensis　H・，　Annularia　gracilescence　H．，　？　Alethopteris

．ascesdens　H，，　Pecopteris　hirta　li｛・，　Sphenopteris　pseudogermanica　H．］

Sphenopteris　gf．　taiyuanensis　K・）　Neuropteris　sp．，　Cordaites　sp．，　This　flora

is　correlated　to　the　Upper　Yuemenkou　series　in　Shansi．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀞

　　　　The　Upper　group　of　the　lower　permian　system　is　very　deminished　in・

　the．　fossil　Plants，　and　contains　only　one　Cordaites　principalis　F．，　The　gro一

，up　is　correlated　suppgsingly　to　the　lower　Schihoze　series　in　North　China．

1．

2e

3．

遜．

5．

S

7．
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　　　　　Permian　forrnations　in　ManchuriパK：orea7　and　Japan　Propar．　Jap．

　　　　　Journ．　Geol・　Geog，　Vol．　8．No・　3，

1941　：　Toriyama　：　The　Carboniferous　foraminifera　from　the　Sosan　District，

　　　　　North　Heian－Do，　Tyosen．’　　　　　　地質学離誌Vol．48．No．579．

ユ941：小貫τ大同北部炭田老審溝図幅地質読明書：蒙古聯合自治政府産業部．

1942　：　Noda　：　Carboniferous－Permiap　Boundary　in　Fuchou 　C6alLField，

　　　　　＄・ゆr・阜一三・ρh・uku・・．B叫q・N・M・Ma皐・hgukμQ　N・・3・

1942：野田光雄：太子河流域に於ける石炭系と二鑑系の境界に就いて

　　　　　Bull．　Central　National　Museum　Manchoukuo　No．　4・

19FO　：　MitJ，　uo　Noda　：　Carboniferons‘Perrnian　B　oundary　in　North　Chin．　a　．’

　　　　　and　South　Manchuria．　J．G・S．」‘　Vol・　56．　No・　65’2・
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